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岩盤からの電磁波放射確認に向けての基礎実験


















From a fact that an electromagnetic （EM） pulse was detected by a sensor system installed in a 
borehole at Kyoto Sangyo University just when an earthquake occurred, we have a hypothesis that 
electromagnetic （EM） pulses, as one of strong candidates of earthquake precursors, should be 
radiated due to piezo-electric effect in earth crusts when large stress impacts were imposed to them. 
In order to confirm the validity of this hypothesis, we have carried out a laboratory experiment on 
electromagnetic emissions from two shapes of crystals without their fracture, in which no probe was 
directly contacted to the crystals. We have confirmed from the measurement results that detected 
periods of fluctuations of electric and magnetic fields could be well explained by dimension of the 
crystals, and that a standing waves of magnetic field formed in the columnar crystal provided a 
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phase velocity along the crystal axis, which is consistent with that of seismic waves in the earth.
earth-origin EM pulses, crystal, experiments of stress impact, simultaneous measurements of EM 




































































た。その測定実験の様子を写真 1に示す。写真 1（a）は直径 25 mmで厚さ 5mmの円盤形水晶
を同一直径で長さ 50 mmの絶縁物である円柱状アルミナで挟んでおり、その上部に見える直径
10mmの棒状のピストン（アルミナ）で直径 1mmのガラスビーズに圧力を加えるようにしてい
る。（b）は直径 25 mm, 長さ 50 mmの円柱形水晶を挟んだ時の実験状況を示している。
b）磁界検出センサ
圧力印加時に発生したパルス性磁界を検出する方法として磁界サーチコイルを用いた。それ
は直径 10mm、長さ 80 mm のボビンの周囲に線径 0.2 mmの銅線を 1万回巻き、その芯には断

















































検出された電磁界の波形を見ると、電界成分には約 6μ秒の周期を持つ変動が周期 25 ～ 30
μ秒の変動に重畳して現れている。磁界成分については、電界よりも短い約 3μ秒周期の変動













































1/5 に落している。両成分には 4～ 6μ秒
程の短い変動成分が約 22 μ秒の周期成分








盤形水晶での実験（図 3-3）の時の電界・磁界に見られた 4～ 6μ秒の短い周期成分は見られな
くなっており、磁界では 20 μ秒の周期成分が卓越している。一方、電界では磁界変動の半分の







この測定で、電界成分（青）の縦軸の目盛は 2.0V/div で表示しており、測定実験 1（図 3-2）
でのそれ（0.5 V/div）より表示感度を 1/4 に落としている事から、電界成分が強く現れており、







長円形コアのサーチコイルで測定した周期 T= 200 μ sec の電磁界の時間変化に関して、円柱
図 3-4　 円柱形水晶の中央部の半周を取り巻くパーマロイコアを持つサーチコイル（赤）と線形微小ダイ
ポール（青）で測定された電磁界波形。（（a）は 20 μ sec/div表示、（b）は 200 μ sec/div表示）。
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形水晶の中央での測定結果を図 3-4 に示したが、磁界（赤）の 20 μ秒周期の成分が大きな振幅











































































































































 η ＝ 2.08
 D ＝ 0.025 m
 YE ＝ 8.5  x  1010 N/m2
 σE ＝ 0.35
 ρ ＝ 2.5  x  103 kg/m3








a. 直径 25mm、厚さ 5mmの円盤形水晶で発生した電磁界振動（図 3-1）の内、電界成分にみら
れる周期 6μ秒の振動は円盤の径方向振動と考えられる。
b. 直径 25mm、長さ 50mmの円柱状水晶で発生した電磁界振動（図 3-2）で、基本的に周期 20
μ秒付近の振動は水晶軸方向の電気機械結合による振動成分をあらわしている事になる。
c. 図 3-1 に見られる周期 3～ 6μ秒程度の短い振動は直線状コアを円盤形水晶の側面に近づけ
る事により検出され局部的機械振動により生じた電磁界振動と思われる。
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